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1目 的 】NO ， と炭末 暴 露の 複合 影響を 明 らか に す る

た め に 、BN ラ ッ トを用 い 、気道炎症反応 に 対す る 影

響 を検討 した 。

【方法1 実験動物 と暴露条件 ：BN 雄 ラ ッ トを 4 週令

で 購入 し、生食 100 μ 1を気 管内注 入 し清浄空気を 吸

入 させ る ［生食群］、生食群に 1．5ppmNO ： を吸入 させ

る 匸NQ 、 群 ］、炭末 く15mgflOO μ 1生食）を気管内注

入 し清 浄 空 気 を 吸 入 させ る ［炭 末 群 〕、炭末 群 に

1．5ppmNO ？ を吸入 させ る ［NO ， ＋ 炭宋群コの 4 群に

分け、6 週令 で 気管内注入 し た後、4 ヶ 月 間 NO ， を連

続 暴露 し、暴露 0 週 （無処置）、2 週、4 週、8 週、12

週、16 週 に 各群 5 匹ず っ 解剖 した 。 測定項 目 ： 右肺

重量測定、右 肺ホモジ 新 ト上清 中 IL−1、　 IL−8、　 TNF一
α 、

RANTES の 測定 を行 い 、左 肺で 凍結切片 を作製 し免

疫 組織化学に よ り肺組 織 中 の ICAM −1の 発 現 を観た。

ま た 、オル
ー
ション法に よ り毎週、呼吸抵抗値 を測定 し た 。

【結果 】右肺重量 は、炭来群、NO ， 十 炭末群で 暴 露

期 間 中、生 食群 、NO2群 に比 べ 有意に高 く推移 した。

NOz 暴露 の 影響 は み られ なか っ た （図 1）。
　 IL−1、　 IL−8

は 、炭末群、NO 、 ＋ 炭末群で 暴露期間中 、 生食群、　NO ・

群に 比 べ 有意に 高 く推 移 し、炭末粒 子 に よる影響が

顕 著に み られ た （図 2、3）。 肺 の 組織像 で は 、炭末

群 、NO 、 ＋ 炭末 群 に マク・ フT
一ジ と炭 末粒 子 の 集合 がみ

られ た こ とを除 い て 4 群 問 に差は なか っ たが。画像

解析で 調 べ た ICAM −1 の 肺組織 中濃度は暴露 2 〜 12

週 で 生食群 に比 べ NO ： 十 炭末群は有意に高 く推移 し

た c．呼吸抵抗値 は 、4 群 ともほ ぼ 同 じよ うに 推 移 し

右肺重量変化 との 関連は み られ なか っ た。

【考察 】炭末 粒 子 を 気管 内 注入 した 群 で 、顕著な増

加 の み られ た IL−1、　 IL−8 は、気管 内注入 によ りマ如 ファ

ー
ジ が活性化 され て 産 生 された と考え られ 、粒 子 の 大

部分 が暴露期 間中排 泄されず に 肺胞 内 に留ま る こ と

か ら、持 続的 な産生 亢進 があ っ た と考え られた 。 ．炭

末暴露 で み られた肺 重量 の 増卯は 、呼 吸抵抗値 に変

化が なか っ た こ とか ら肺 組 織 間液 の 増加 に よ る も の

と考え られ た 。 こ の 影響は NO ， 群に比 べ 、炭末暴露

群 が大 き く、ガ ス 状 汚染物 質 よ り粒 子状 汚 染物質の

方が気道炎症 に 対す る影 響は強い と考 えられ る。
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　 　 暴 露期閭 （週 ）

図 1　 右 肺蓖量の 推移
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　 　 暴露期間 （週）

　 図 2 　 1L−1の 推移
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　 　暴露期 間 （週 ）

　 図 3 　 1L−8 の 推 移
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